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考古学・文化財のためのデータサイエンス・サロン  

データサイエンス・サロンて何をするの？  
  一般化、普及が進む 3 D 計測をはじめ、考古学・文化財関係の計測記録、情報処理、 I C T

技術は日々変化、発展しており、書籍等でフォローアップすることが難しくなっています。
本サロンは、現場での実践の報告と情報交換を中心に行います。一定の方針、計画にもとづ
く分析・検討結果を提示する研究会よりカジュアルに、ちょっとした思いつき、アイデアを
もとに参加者が気づきや学びを得る、そこから次の試行錯誤に進む、そのような場としてサ
ロンを設定しました。

なぜデータサイエンス?  
これまで、3 D 計測のハンズオン講習や分析研究方法についての研究会を開催しました。機

器や技術、研究方法の一般化と普及はますます進むでしょう。その時、次の課題は、得られ
た結果=情報・データを有効活用する枠組みです。それは、個別的には考古学研究、文化財保
護、史跡整備、博物館展示、公開普及等々のテーマ、目的に沿って行なわれるでしょう。一
方で、新しい情報・データの蓄積が進んでいく過程では、それらを包括的、体系的に取り扱
う枠組み、すなわちデータサイエンスへの理解が必要になると考えます。  

考古学・文化財は情報・データの宝庫  
人文科学系に位置づけられる考古学や文化財は、データサイエンスとは縁遠いように思わ

れるかもしれません。しかし、限られた特殊な資料だけでなく、どこにでもあるありふれた
ものも取り扱い、それらをつなぎあわせることで、過去の歴史を復原し、また市井の人びと
の日常や文化を描き出す取り組みは、実はデータサイエンスと親和性が高いものでもありま
す。これまでに蓄積されてきた膨大な記録を活用し、その意義・価値を高めるためにデータ
サイエンスを取り入れることは、人文科学にこそ必要なのではないでしょうか ?

本サロンの基本方針  
本サロンは、固定的なメンバーシップ、会則などを設けません。会費を徴収したり、刊行

物を販売することで得られる収益を蓄積し、それにもとづいて活動することも目指しません。
身軽で、迅速な活動を重視し、また成果を広く公開することを目的とするためです。そのた
め、運営にはできる限り費用をかけません。案内のチラシ、予稿・資料集などは印刷せず、
電子版のみを、自由なライセンスで公開し、配布します。このような趣旨にご賛同いただけ
る方は、ぜひ、サロンにご参加、話題提供をしてください。また運営ボランティアも募集し
ます。できる時に、できることをお手伝いいただくだけで充分です。  

引き続き、考古学・文化財のためのデータサイエンス・サロンをよろしくお願いいたしま
す。  

連絡先：a s i a n s o p h i a @ g m a i l . c o m（野口）  

mailto:asiansophia@gmail.com
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